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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月14日(2019.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアファイル要求への不完全応答を構文解析するための方法であって、
　不完全バージョンのメディアファイルを、応答メッセージが前記不完全バージョンの前
記メディアファイルを含むという表示、および前記不完全バージョンの前記メディアファ
イル用のアクセス位置の表示、を含む前記応答メッセージの中で受信するステップであっ
て、前記アクセス位置が、前記不完全バージョンの前記メディアファイルを復号するため
に前記不完全バージョンの前記メディアファイルの構文解析をそこにおいて開始すべきバ
イトを識別する、ステップと、
　前記アクセス位置に対応する前記バイトが、前記不完全バージョンの前記メディアファ
イルの中で受信されているかどうかを決定するステップと、
　前記アクセス位置に対応する前記バイトが前記不完全バージョンの前記メディアファイ
ルの中で受信されているという決定に応答して、前記不完全バージョンの前記メディアフ
ァイルを、前記アクセス位置に対応する前記バイトにおいて開始して構文解析するステッ
プと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記メディアファイル要求に関連するメディアファイルの初期部分が、前記不完全バー
ジョンの前記メディアファイルの中で受信されているかどうかを決定するステップと、
　前記メディアファイルの前記初期部分が前記不完全バージョンの前記メディアファイル
の中で受信されているという決定に応答して、前記不完全バージョンの前記メディアファ
イルを、前記メディアファイルの前記初期部分の最初のバイトにおいて開始して構文解析
するステップと
　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
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【請求項３】
　前記アクセス位置が、前記メディアファイル要求に関連するメディアファイルのバイト
範囲の中での中間的なバイト位置である、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクセス位置が、前記メディアファイル要求に関連するメディアファイルの初期部
分の外側にある、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記メディアファイル要求に関連する前記メディアファイルの前記初期部分が、前記メ
ディアファイル要求に関連する前記メディアファイルの最初のムービーフラグメントヘッ
ダである、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記メディアファイルがDASHメディアストリームの一部である、請求項1に記載の方法
。
【請求項７】
　請求項1から6のいずれか一項に記載の方法を備える動作を実行するようにプロセッサ実
行可能命令を用いて構成されたプロセッサを備える、コンピューティングデバイス。
【請求項８】
　請求項1から6のいずれか一項に記載の方法を備える動作をコンピューティングデバイス
プロセッサに実行させるように構成されたプロセッサ実行可能命令を記憶した、非一時的
プロセッサ可読記憶媒体。
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